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理科では第３学年「運動の規則性を発見しよう」の単元で授業を公開しました。単元のねらいは

「運動する物体にはたらく力と速さの変化に関する仮説を立て、見通しをもって実験を行い、根拠

を示して斜面における運動の規則性を見いだすこと」です。本時は、斜面を下る台車の速度を速く

するにはどうすればよいのかを考える場面で、物体にはたらく力の大きさ、斜面の傾き、台車の質

量に着目して前時に立案した実験方法で仮説を検証することを通して、台車の速度を速くするに

は、角度を大きくすればよいということを見いだすことを目指しました。 

 

【導入】 前時までの学習を基に、斜面を下る台車の速度を速

くするためには、斜面に平行な力を大きくすればよいと全体で

確認した後、斜面に平行な力を大きくさせるために仮説１（斜

面の角度）、仮説２（台車の質量）のどちらかを検証するため

の実験計画を各班で立案しました。六つの班は斜面の角度

に、四つの班は台車の質量に着目し、角度や質量の具体的な

数値を決め出し、実験準備を行いました（写真）。 

【展開～終末】 仮説１を検証した班は、斜面の角度を大きく

すると、斜面に働く平行な力が大きくなり、記録タイマーで計

測したグラフの傾きが大きくなったことが分かりました（写

真）。仮説２を検証した班は、台車の重さを５００ｇずつ加え、最

大２㎏加えると、斜面に働く平行な力は大きくなるものの、記

録タイマーで計測したグラフの傾きは大きくならないことが分

かりました。教師は、これらの各班の実験結果を共有し、仮説

検証シートを用いて考察を行うように促しました。多くの生徒は、仮説１，２ともに斜面に働く平行

な力を大きくすることができるものの、台車が加速をするのは斜面の角度を変えた時のみであっ

たと見いだすことができました。台車の質量を大きくしても加速しないことへの疑問を感じた生徒

の発言から、ウォータースライダーを例に、台車の質量を大きくすると斜面に働く平行な力とは別

の力が大きくなるため加速しなかったのではないかと、新たな仮説を立てる生徒もいました。 

【研究会のまとめ】比較検証シートは、実験結果を比較でき、生徒の思考の過程が分かりやす

いとの意見をいただきました。多くの生徒が主眼を達成していた一方で、斜面に平行な力と台

車の質量との関係を理解できていない姿も見られました。実験結果を共有する時に、比較対象

を指定するといった声掛けや、再実験を促す手立てにより、生徒は、考えをより確かなものにす

ることができたのではないかと考えます。全員がねらいに達する授業を目指していきたいです。 


